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１．研究計画の概要
(1）神経ホルモンが時間割引にあたえる影響
を調べる
(2）神経ホルモンが感情などの性格特性に与
える影響を調べる。
(3）利他行動を表現する社会割引関数を一般
化したモデルを構築する。
(4）薬物依存や肥満の分子神経経済学理論を
提案する。
２．研究の進捗状況
神経ホルモンが時間割引に与える影響に関
して、ストレスホルモンであるコルチゾー
ル・コルチゾン・唾液アミラーゼが、半年後
の衝動的意思決定を予測することがわかっ
た。また、この関係には性差があった。HPA
（hypothalamic-pituitary-adrenal axis）の
活性化は男性では衝動性の低下と関連した
が、女性では反対の関連があった。また、男
女ともに、唾液中アミラーゼが高い被験者の
ほうが、半年後の時間割引率が低かった。こ
のことは、ノルアドレナリン系の活性が衝動
性を抑制している可能性を示唆する。
性格特性に関しては、big-five 性格特性がノ
ルアドレナリン系の活性と関係することが、
唾液中アミラーゼの測定で発見された。たと
えば、Neuroticism 得点が高いほど、唾液中
アミラーゼ濃度が高かった。
ホルモンと社会的認知に関しては、男性ホル
モンのテストステロンと自閉症傾向の関係
も特定された。また、一般化した社会割引関
数を、Tsallis 非加法的統計力学で発展した
q-指数関数を用いて構築した。さらに、薬物
依存・肥満の分子神経経済学モデルの構築を
行った。薬物依存のモデルとしては従来は時
間割引率にのみ注意が集まっていたのに対
し、薬物依存の経済学モデルのパラメータで

ある”consumption capital”が、ドーパミン神
経のシナプスの重み付けを、NMDA 受容体
をコントロールすることにより決定すると
いう仮説の上に、神経経済学と理論神経科学
の橋渡しを行うモデルの構築に成功した。ま
た、肥満の経済理論のパラメータである時間
割引率や報酬の saliency が、肥満関連分子で
あるアディポネクチンなどの制御下にある
ことを予測するモデルの構築に成功した。こ
れらのモデルは、将来の神経経済学研究への
応用が期待される。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。
当初の計画が達成されただけではなく、あた
らしいアプローチである量子意思決定理論
の研究にも着手ができた。

４．今後の研究の推進方策
これまでに構築した神経化学を反映した神
経経済学的モデルをもちいて、行動実験を行
い、リスク下の意思決定や社会行動、衝動性
の分子的基盤の解明をめざしている。

５. 代表的な研究成果
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